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    訓訳　魏志東夷伝（三国志魏書三十烏丸鮮卑東夷伝）

    　

    　

    　

    　

    

    　

    晋 著作郎 巴西中正 安漢 陳寿 撰

    宋 太中大夫 国子博士 聞喜 裴松之 注

    後学 小高那こだかな 訳

    二〇一三年七月三〇日 初版発行

    二〇一三年十一月十一日 二版発行

    　



    
        凡例

        　

        一、	底本には Chinese Text Project 所収の電子文を用いた。底本の親本は、武英殿二十四史本である。句読や段落付けは変更したところが有る。

        一、	漢字はおおむね現代日本で通行の字体に改める。

        一、	古典漢文の翻訳は、伝統的な訓読法ではもはや馴染みにくく、現代語訳では趣を欠くきらいが有る。そこで「現代語形での訓読」を基本とし、一部は字を補って意味をとりやすくし、原文の風格を伝えるべく努力した。

        一、	裴松之の注は、該当の箇所に〔一〕〔二〕〔三〕……の符号を付け、対応する文は各段落の後に置いた。

        一、	訳注は*一、*二、*三……の符号を付け、文は巻末に置いた。

        一、	多くの固有名詞には、『学研漢和大字典』を参考に、中古音を基準とし、一部は上古音によって、できるだけ現代日本語の音に写すべく努力して仮名を振った。カタカナで付けた振り仮名がそれである。

        一、	本文には環境によっては表示できない文字が含まれている場合が有る。フォントを追加できる場合は、花園フォントの使用を推奨する。

        　

    


    
        烏丸鮮卑伝

        　

        　

        　尚書しょうしょは「蛮夷が夏くにを猾みだす」と載せ、詩経しけいは「玁狁けんいんが孔はなはだ熾さかる」と称となえる。久しいこと、それは中国の患うれいを為すのである。秦ジン・漢ハン以来、匈奴フュンナは久しく辺害を為した。孝武帝ハウムテイは四夷に外事し、東は両越ウォツ・朝鮮チェウシェンを平らげ、西は弐師ニスィ・大宛ダイウォンを討ち、邛ギォン・苲ザク*一・夜郎ヤランの道を開いたといっても、しかしみな荒服とおいいなかの外に在り、中国に軽重を為すことはできなかった。しかして匈奴は諸夏わがくにぐにに最もせまり、胡騎が南侵すれば三辺が敵を受ける。このためしばしば衛青ウェイツェン・霍去病フヮクキォビォンの将を遣わし、深く北に入って伐ち、単于ジェンウを窮追し、その饒衍の地を奪った。後に遂に塞を保ち藩を称し、世々衰弱した。建安中（一九六―二二〇）、呼廚泉ホドュジェン南単于は入朝し、遂に留まって内侍し、右賢王にその国を鎮撫させて、匈奴が節を折まげることは、漢の旧時を過こえた。

        　しかし烏丸オフヮン・鮮卑センピは稍々ようよういれかわりに彊盛となり、また漢末の乱に因り、中国は事が多く、外を討つ遑いとまがなく、それで漠南マクノム*二の地を擅しめ、城邑に寇暴し、人民を殺略することができ、北辺はかさねてその困苦を受けた。おりしも袁紹ウォンジェウは河北ハポクを兼併し、そのうちに三郡烏丸を撫有なつけて、その名のある王を寵遇し、そしてその精騎を収めた。

        　その後に袁尚ウォンジャン・袁煕ウォンヒェイはまた蹋頓ダプヅォツのもとに逃げた。蹋頓はまた驍武で、辺りの長老はみなこれを冒頓モクヅォツに比する。その阻遠なることを恃みとし、敢えて亡命を受けいれ、以て百蛮に雄跨した。太祖曹操ザウツァウは、師を潜ませて北を伐ち、その不意に出て、一戦してこれを平定した。夷狄は懾おそれ服まつろい、威は朔土に振るった。遂に烏丸の衆を引きい征討に服従させ、それで辺民は安息することができた。

        　後に鮮卑の大人である軻比能カピノンは、またも群狄てきを制御し、尽く匈奴の故地を収め、雲中ウォントュン・五原ゴグォンから東は遼水レウシュイに抵つきあたるまでが、みな鮮卑の庭となった。しばしば塞を犯し辺に寇あだし、幽イウ州・并ピェン州はこれに苦しむ。田予デンヨには馬城マジェンの包囲が有り、畢軌ピツクュイには陘北ヘンポクの敗戦が有る。青龍中（二三三―二三七）、明帝ミォンテイはようやく王雄ワンウンに聴ゆるし、剣客を遣わしてこれを刺した。しかる後に種落は離散し、互いに侵伐しあい、彊つよい者は遠いところへ遁にげ、弱い者は服まつろうことを請うた。これにより辺陲はやや安定し、漠南には事が少なく、時にいささか鈔盜するとはいえ、またも扇動しあうなどできないことだ。

        　烏丸・鮮卑は、古のいわゆる東胡トゥンゴである。その習俗・前事は、漢の記者が撰えらび、已にこれを録しるして載せたことだ。だから、ただ漢末・魏グォイ初以来のことを挙げ、以て四夷の変に備えるのである。〔一〕

        　

        〔一〕『魏書』に曰う。烏丸は東胡である。漢の初め、匈奴の冒頓がその国を滅ぼし、余のこりの類は烏丸山にて保ち、因って号としたものである。

        　俗は善たくみに騎射し、水や草に随そって放牧し、居すまうに常の処は無く、穹廬げるを宅いえとし、みな東へ向ける。日々禽獣を弋猟かりし、肉を食べ酪ちちを飲み、毛毳けおりもので衣を為る。少わかさを貴び老おいを賤しみ、その性は悍驁かんごうで、怒れば父兄も殺すが、その母は終ついぞ害さない。それは母には族類が有るからで、父兄は己の種なので復報しかえしする者が無いからだ。

        　勇健で能く闘訟・侵犯を理おさめ決する者を常に推募して大人とし、邑落には各々に小帥が有るが、世々継ぐものではない。数百から千の落が自ら一部を為し、大人が召呼する所が有ると、木を刻んで信しるしとし、邑落に伝えて行き、文字は無いが、部衆が敢えて違犯することは莫ない。氏姓は常が無く、大人・健者の名や字あざなを姓とする。大人已下、各々が自ら畜牧して産を治め、徭役することはない。

        　その嫁娶よめとりは、みな先ず私ひそかに通じ、女を略将して去り、半歳から百日もすれば、媒人なこうどを遣り馬・牛・羊を送って聘娶むすびつきの礼とする。婿は妻に随って帰り、妻の家では尊卑と無く、旦あさがたに起きてはみな拝するが、自らその父母には拝しない。妻の家の為に僕役を二年すると、妻の家は乃ようやく厚く遣わして女を送り、居処・財物は、一すべて妻の家が出す。だからその俗は、婦人の計に従うが、戦闘の時に至ると、乃く自らこれを決する。

        　父子男女は、たがいに対むかい蹲踞する。悉くが頭を髠そり、軽便なのだという。婦人は嫁ぐ時に至って乃く髮を養い、分けて髻もとどりにし、句決を著つけ、金や碧で飾り、中国の冠や歩搖が有るのににたものである。父や兄が死ぬと、後母うわなりを妻とし、嫂あによめを執る。若し執るものが無い嫂は、則己子以親之*三、伯叔おじの次妻となるのだが、死ねばその故もとの夫のところに帰る。

        　俗は、鳥獣の孕乳うみそだての時を識り、よって四節とし、耕種は常に布穀かっこうが鳴くのを候ころあいとして用おこなう。地は青穄くろきび・東牆とうしょうに宜しく、東牆は蓬草に似て、実は葵子あおいのたねの如く、十月に至ると熟みのる。能く白酒を作るが、麹蘖こうじを作ることは知らない。米は常に中国を仰ぐ。

        　大人は能く弓矢・鞍や勒おもがいを作り、金からかね・鉄を鍛えて兵器を為つくり、能く韋かわに刺して文繍を作り、氊※せんかつ*四を織縷する。

        　病が有ると、艾もぐさで灸することを知り、或るいは石を焼いて自らを熨のし、地を焼いて上に臥せ、或るいは痛み病む処に随そって刀で脉みゃくを決えぐって血を出し、くわえて天地山川の神に祝いのる。鍼はりや薬は無い。

        　兵の死を貴び、屍を斂おさめるには棺が有り、死ぬと始めは哭き、葬るには歌舞して送る。養犬かいいぬを肥らせ、采いろどりある縄を嬰かけて牽ひき、亡者しんだひとが乗っていた馬・衣物・生時の服飾を并あわせて取り、みな焼いてこれを送る。特に属累おともの犬は、死者を護って神霊が帰るという赤チェク山に使いする。赤山は遼東の西北数千里に在り、中国の人が、死ぬと魂神が帰って泰タイ山に之く、というのに如にたことだ。葬る日に至ると、夜には親しいものや旧ふるなじみが聚まって員まるく坐り、犬馬を牽いて位しきいを歴る。或るいは歌い哭く者は、肉を擲なげてこれに与える。二人に呪文を口誦させ、死者の魂神は険阻を歴て径ただちに至り、横鬼が遮ることを勿なくさせ、護ってその赤山に達させる。然る後には犬馬を殺し衣物はこれを焼く。鬼神を敬い、天地・日月・星辰・山川を祠まつり、くわえて先の大人や健名が有る者にも同じく牛や羊で祠り、祠り畢おえるとみなこれを焼く。飲食するには必ず先まず祭りする。

        　その約法は、大人の言いつけを違えたものは死なせ、盜みを止やめないものも死なせる。その残殺あるときは、都落に自ら報わせ、報いが止まないときは、大人に詣まいってこれを平おさめ、有罪者はその牛や羊を出して死命を贖い、乃ようやくことは止やむ。自らその父兄を殺しても無罪。その亡叛して大人に捕らえられた者は、諸邑落とも肯受こうじゅせず、みな逐おいはらって雍狂ヨンギュァンの地に至らせる。地には山が無く、沙漠・流水・草木が有り、蝮虵まむしが多く、丁令テンリェンの西南、烏孫オスォンの東北に在り、そこでこれを窮困させる。

        　その先祖が匈奴に破られた後から、人衆は孤弱になり、匈奴に臣服し、歳ごとに牛・馬・羊を輸おくったが、時かぎりを過ぎても具そなわらないと、その妻子が虜とりこにされた。匈奴の壺衍鞮ホイェンテイ*五単于の時に至り、烏丸は転々ようようと彊つよくなり、匈奴単于の冢はかを発掘して、冒頓に破られた恥に報いた。壺衍鞮単于は大いに怒り、二万騎を発して烏丸を撃った。大将軍の霍光フヮククヮンはこれを聞くと、度遼将軍の范明友ビォムミォンウを遣わして三万騎を将ひきい遼東を出て匈奴を追撃させた。明友の兵が至るころには、匈奴は已に引き去っていた。烏丸は匈奴の兵を被ったばかりであり、その衰弊に乗じて、そのまま進んで烏丸を撃ち、斬首すること六千余級、三王の首を獲て還った。後に数々しばしば復くりかえして塞を犯すと、明友はいつもこれを征破した。

        　王莽ワンマンの末に至り、匈奴と並び与ともに寇あだを為した。光武帝が天下を定めると、伏波将軍の馬援マウォンを遣わして三千騎を将いさせ、五原の関から塞を出てこれを征うたせたが、利が無く、しかも馬千余匹を殺しなせた。烏丸は盛んになり、匈奴を鈔撃した。匈奴は千里を転徙し、漠南の地は空になった。

        　建武二十五年（四九）、烏丸の大人である郝且ハクチャら九千余人が衆を率いて闕みかどに詣まいり、その渠帥で封じられ侯・王となった者は八十余人。塞の内に居すまわせられ、遼東レウトゥン属国や遼西レウセイ・右北平ウポクビォン・漁陽ギォヤン・広陽クヮンヤン・上谷ジャンクク・代郡ドイグォン・鴈門ゲンモン・太原タイグォン・朔方サクピァン諸郡界に布列し、種人を招来させ、その衣食を給し、校尉を置いてこれを領護した。遂に漢の偵備となり、匈奴・鮮卑を撃った。

        　永平中（五八―七五）に至り、漁陽烏丸の大人である欽志賁キォムチェイポンが種人を帥ひきいて叛き、鮮卑も還ふたたび寇害を為した。遼東太守の祭肜チェイユンは志賁を殺すものを募り、遂にその衆を破った。

        　安帝の時に至り、漁陽・右北平・鴈門の烏丸率衆王である無何ムハらは復た鮮卑・匈奴と合わせて、代郡・上谷・涿郡タクグォン・五原を鈔略した。乃そこで大司農の何熈ハヒェイを行車騎将軍とし、羽林ウリォム・五営士を左右につけ、縁辺の七郡と黎陽営の兵を発して合わせて二万人でこれを撃った。匈奴は降くだり、鮮卑・烏丸は各々塞外に還った。この後、烏丸は稍々ようようと復また親附ちかづき、その大人である戎末廆ニュンマツフォイに拝して都尉とした。

        　順帝の時に至り、戎末廆は王侯の咄帰ツォツクォイ・去延キォイェンらを率いて、烏丸校尉の耿曄ケンエプに従い塞を出て、鮮卑を撃って功が有り、還ってみな拝されて率衆王となり、束帛を賜わった。

        　


        
            烏丸

            　

            　漢末、遼西レウセイ烏丸オフヮンの大人である丘力居キゥリォクキォは、衆五千余落、上谷ジャンクク烏丸の大人である難楼ナンルウは、衆九千余落にして、各々王を称し、そして遼東レウトゥン属国烏丸の大人である蘇僕延ソブクイェンは、衆千余落にして、自ら峭王を称し、右北平ウポクビォン烏丸の大人である烏延オイェンは、衆八百余落にして、自ら汗魯王を称し、みな計策が有り勇健だった。中山トュンソン太守の張純チァンジュンは、叛いて丘力居の衆の中に入り、自ら弥天安定王と号し、三郡烏丸の元帥となり、青ツェン・徐ジョ・幽イウ・冀キの四州を寇略し、吏民を殺略した。霊帝レンテイの末のころ、劉虞リゥグを幽州牧とし、胡人から純の首を切るものを募り、北の州はようやく安定した。後に丘力居が死に、子の楼班ルウパンは小さく、従子おいの蹋頓ダプヅォツには武略が有り、代わりに立ち、三王の部下を総摂し、衆は皆その教令に従った。袁紹ウォンジェウは公孫瓚クンスォンザンと連戦して決着せず、蹋頓は遣使して紹に詣いたり和親を求め、紹を助け瓚を撃ち、これを破った。紹は制みことのりを矯いつわり蹋頓・峭王・汗魯王に印綬を下賜し、皆を単于とみなした。〔一〕

            　

            〔一〕『英雄記』に曰う。紹は遣使して即すぐに烏丸の三王に拝して単于とし、みな安車・華蓋・羽覆・黄屋・左纛さとうをあたえた。その版文に曰う。「使持節大将將軍、督幽・青・并、領冀州牧、阮郷侯の紹は、承わって遼東属国率衆王の頒下パンハ、烏丸遼西率衆王の蹋頓、右北平率衆王の汗盧維ハンロユイに制詔する。乃なんじの祖は、義を慕って善に遷り、塞を款たたいて内附し、北は玁狁を捍ふせぎ、東は濊貊を拒はばみ、世々北陲を守り、百姓の保鄣と為った。時に王略を侵犯したとはいえ、将に命じてその罪を徂征させれば、そのまま時を旋さず、愆あやまちを悔いて変改した。外夷のうちでは、最もまた聦慧そうけいな者だ。始めは千夫長・百夫長が有って領を統おさめ、能を用い心を悉つくし、克よくして国家に勳力が有り、稍々のちのち王侯の命を受けた。我が王室の多故により、公孫瓚は難を作おこし、その土の君を残夷して、天を侮り主に慢おこたり、これにより四海の内は、並んで干戈を執り社稷を衛った。三王は裔土に奮気し、姦に忿いかり国を憂い、弦を控ひいて漢兵と表裏を為した。誠に甚だ忠孝であり、朝みかどの嘉よみする所なのである。しかしながら虎兕・長蛇がたがいに随そって路を塞ふさぎ、王官爵命は、聞かせることができなかった。さても勳が有って賞しなければ、勤はげむ者を怠らせる。今、行謁者の楊林ヤンリォムを遣わし、単于の璽綬と車・服を齎もたらして、爾なんじの労に対こたえる。それ各々の部落を綏静し、教えて謹慎させ、凶慝きょうとくを作なさなくさせよ。世々復た爾の位を祀つぎ、長く百蛮の長を為せ。それ咎が有り臧よからぬ者が有れば、爾の禄を泯ほろぼし、しかも乃なんじの庸むくいを喪うしなうことになる。勉めなくてよいものか。烏桓単于は部衆を都護し、左右単于はその節度を受け、他は故もとの事の如くせよ。」

            　

            　後に楼班が大きくなり、峭王はその部衆を率い楼班を奉じて単于と為し、蹋頓は王となった。しかし蹋頓は計策が多画だった。広陽クヮンヤンの閻柔イェムニュウは、少わかくして烏丸・鮮卑の中に没いりびたり、その種族が信を帰する所となった。柔はそこで鮮卑の衆に因って、烏丸校尉の邢挙ヘンキォを殺し、これにとって代わり、そこで袁紹が寵慰し、そうして北辺を安定させた。後に袁尚ウォンジャンは敗れて蹋頓に奔はしり、その勢力を憑たよりに、またも冀州を図ねらった。そのころ太祖曹操ザウツァウは河北を平定し、柔は鮮卑・烏丸をひきい帰附して、そこで閻柔を校尉とし、猶かつ漢の使節を持たせ、広甯クヮンネンにて治めることは旧もとの如くさせた。

            　建安十一年（二〇六）、太祖曹操は自ら柳城リゥジェンに蹋頓を征討する。軍を潜ませ道を詭いつわり、まだ至らないこと百余里、虜やっこはそこで覚きづいた。袁尚は蹋頓と衆を将ひきい凡城ビォムジェンにて逆むかえ戦い、兵馬は甚だ盛んだった。太祖は高みに登って虜の陣を望み、軍を抑えてまだ進ませず、その小さな動きを観て、やっとその衆を撃破した。陣に臨んで蹋頓の首を斬り、死者は野を被おおった。速附丸スクビュフヮン・楼班・烏延らは遼東に走り、遼東郡は悉くその首を斬って伝送した。その余りの迸にげ遺のこりもみな降った。それらと幽州・并州の閻柔が統べる所の烏丸一万余落と、悉くその一族を徙うつし中国に居すまわせ、その侯王・大人・種衆を帥ひきい従わせ征伐を与ともにさせた。これにより三郡烏丸は天下の名騎となった。〔一〕

            　

            〔一〕『魏略』に曰う。景初元年（二三七）秋、幽州刺史の毌丘倹クヮンキゥギェムを遣わし、衆軍を率い遼東を討った。右北平烏丸単于の寇婁敦クウルウトン・遼西烏丸都督・率衆王の護留葉ホルウイェプは、昔、袁尚に随したがって遼西に奔はしったが、倹の軍が至ると聞き、衆五千余人を率いて降った。寇婁敦は弟の阿羅槃アラバンらを遣わし闕みかどに詣まいって朝貢し、その渠帥三十余は封じられて王となり、輿・馬・繒采あやぎぬを賜わることは、各々に差が有った。

            　

        

        
            鮮卑

            　

            　鮮卑センピ〔一〕は、歩度根ボドコンが立つと、衆は稍々ようようと衰弱し、中兄の扶羅韓ブラハンも別に衆数万を擁してやはり大人となった。建安中（一九六―二二〇）、太祖曹操ザウツァウは幽州を平定し、歩度根は軻比能カピノンらと与ともに烏丸校尉の閻柔イェムニュに因って貢献を上たてまつった。後に代ドイ郡烏丸の能臣氐ノンジンテイらが叛き、扶羅韓に属することを求め、扶羅韓は一万余騎を将ひきいてこれを迎えた。桑乾サンガンに到ると、氐らは議論し、扶羅韓の部衆は威禁ひきしめが寛緩たるみがちで、恐らくは済すくわれないとみて、更に人を遣やって軻比能を呼んだ。比能はすぐに一万余騎を将ひきいて到った。共に盟誓に当たるとき、比能はその会上で扶羅韓を殺し、扶羅韓の子の泄帰泥シェツクォイネイおよび部衆は悉く比能に属した。比能は自ら帰泥の父を殺したので、特にまたこれを善遇した。歩度根はこれにより比能を怨んだ。

            　

            〔一〕『魏書』に曰う。鮮卑も東胡の余のこりであり、別に鮮卑山で保ったことに因って号としたものである。その言語・習俗は烏丸と同じ。その地は、東は遼水レウシュイに接し、西は西城セイジェンに当たる。常に季春には作楽水ツァクラクシュイの上ほとりに大いに会つどい、女むすめを嫁がせ婦つまを娶めとり、頭を髠そって飲宴する。その獣で中国に異なる者には、野馬・羱げん*六羊・端牛あり。端牛の角は弓を為つくり、世に謂う角端なる者である。また貂てん・豽だつ*七・鼲子こんしが有り、皮毛が柔蠕やわらかなので、天下に名ある裘かわごろもとされている。

            　鮮卑は冒頓に破られてから、遠く遼東の塞外に竄のがれ、余ほかの国と争衡せず、漢に名が通っていなかったが、烏丸とはたがいに接していた。光武帝の時に至り、南北の単于は更々かわるがわるに攻伐しあい、匈奴は損耗して、鮮卑は盛んになった。

            　建武三十年（五四）、鮮卑の大人である於仇賁オギゥポンは、種人を率いて闕みかどに詣まいり朝貢した。於仇賁を封じて王とした。永平中（五八―七五）、祭肜チェイユンは遼東太守になると、鮮卑に賂まいないして誘い、叛いた烏丸の欽志賁コムチェイポンらの首を斬らせたので、鮮卑の燉煌ドンフヮン・酒泉チュジェンから東の邑落の大人は、みな遼東に詣いたり賞賜を受けた。青・徐二州が銭を給し、歳に二億七千万を常とした。和帝の時、鮮卑大都護の校尉廆ハウウォイフォイは、部衆を帥ひきい烏丸校尉の任常ニョムジャンに従って叛いた者を撃った。校尉廆を封じて率衆王とした。

            　殤帝の延平中（一〇六）、鮮卑は乃々ようよう東して塞に入り、漁陽太守の張顯チァンヘンを殺した。安帝の時、鮮卑の大人である燕荔陽エンレイヤンが入朝し、漢は鮮卑王の印綬・赤車・参駕を賜い、烏丸校尉の治する所である寗ネンの下に止とどめた。胡市を通わせ、南北両部の質宮を築き、邑落百二十部の質を受けいれた。この後は或るときは反そむき或るときは降り、或るときは匈奴・烏丸と攻撃しあった。

            　安帝の末、縁辺の歩騎二万余人を発し、衝要に屯列させた。後に鮮卑の八～九千騎が代郡及び馬城の塞を穿ち、入って長吏を害した。漢は度遼将軍の鄧遵ドンチュン・中郎将の馬続マジョクを遣わし、塞を出てこれを追い破った。鮮卑の大人である烏倫オルィン・其至鞬ギェイチキォンら七千余人は遵のところに詣まいって降くだり、封じて烏倫を王とし、其至鞬を侯とし、采帛を賜わった。遵が去った後、其至鞬は復またも反そむき、烏丸校尉を馬城に囲んだ。度遼将軍の耿夔ケングュイ及び幽州刺史がこれを救い解かせた。其至鞬は盛りを遂げ、控弦ゆみひくもの数万騎にして、道を数えて塞に入り、五原郡寧貊ネンマクに趣むかい、匈奴南単于を攻め、左奧鞬ツァアウキォン日逐王を殺した。

            　順帝の時、復またも塞に入り、代郡太守を殺した。漢は黎陽レイヤン営の兵を遣って中山トュンソンに屯とどめ、縁辺の郡兵を塞下に屯まとめ、五営の弩帥を調おくって戦射を教えさせた。南単于は歩騎一万余人を将ひきいて漢を助けこれを撃却した。後に烏丸校尉の耿曄ケンエプは、率衆王を将い塞を出て鮮卑を撃ち、多くの首虜やっこのかみを斬ったことで、鮮卑の三万余落は遼東に詣まいり降った。匈奴は北単于が遁逃した後、余のこりの種ともがら十余万落が遼東に詣って雑まじり処すみ、みな自ら鮮卑兵と号した。

            　投鹿侯ドゥルクフウは匈奴軍に従うこと三年、その妻は家に在り、子が有った。投鹿侯が帰ると、怪しんでこれを殺そうとした。妻が言うには、「嘗かつて昼に行あるいたとき雷震を聞いて、天を仰ぎ視ていたら雹が口に入ったから、それを呑むと妊身して、十月すると産まれました、この子には必ず奇異くしびが有ります、且しばらく長そだててみましょう」。投鹿侯は固もとより信じなかった。妻は乃ようやく家さとに語はなしをつけ、そこで収めて養ってもらうことにした。檀石槐ダンジェクフォイと号なづけ、長大おとなになると勇健で、智略は衆を絶しのいでいた。年十四～五のとき、異部よその大人である卜賁邑プクポンオプがその外家ははがたの牛羊を鈔ぬすみ取った。檀石槐は騎に策むちうって追撃し、向かう所には前さえぎるもの無く、悉く亡うしなったものを還得とりかえした。これにより部落は畏服し、法禁を施し、曲直を平おさめるところ、敢えて犯す者は莫く、遂に推されて大人となった。

            　檀石槐が立ってから、高柳カウルウの北三百余里、弾汗山ダンハンソンや啜仇水チェツギゥシュイの上ほとりを庭とし、東西の部の大人はみなこれに帰ついた。兵馬は甚だ盛り、南は漢の辺を鈔かすめ、北は丁令テンリェンを拒はばみ、東は夫余ピゥヨを却しりぞけ、西は烏孫を撃ち、尽く匈奴の故地に拠り、東西一万二千余里・南北七千余里の山川・水沢・塩池など甚だ広くを罔羅した。漢はこれを患うれい、桓帝の時、匈奴中郎将の張奐チァンフヮンにこれを征うたせたが、克てなかった。そこで更めて使者を遣わして印綬を齎もたらし、ただちに檀石槐を封じて王とし、与ともに和親しようとした。檀石槐は拒んで受けようとはせず、寇鈔は滋々ますます甚だしくした。そしてその地を分けて中・東・西の三部とした。右北平より東は、遼東に至り夫余・濊貊ワイマクと接するまでを東部とし、二十余邑あり、その大人は弥加ミカ・闕機クォツキォイ・素利ソリ・槐頭フォイドゥと曰う。右北平より西は、上谷に至るまでを中部とし、十余邑あり、その大人は柯最カツヮイ・闕居クォツキォ・慕容モヨンなどと曰い、大帥とした。上谷より西は、燉煌に至り西の烏孫と接するまでを西部とし、二十余邑あり、その大人は置鞬落羅チェイキォンラクラ・日律推演ニツリッツォイイェン*八・宴荔游エンレイユウなどと曰い、みな大帥とし、しかも檀石槐に制属した。

            　霊帝の時に至り、大いに幽・并二州を鈔略した。縁辺の諸郡がその毒を被らない歳は無かった。熹平六年（一七七）、護烏丸校尉の夏育ハユク・破鮮卑中郎将の田晏デンアン・匈奴中郎将の臧旻ツァンミンを遣わし、南単于と与に鴈門の塞を出て、三道を並進し、径ただちに二千余里してこれを征うった。檀石槐は部衆を帥ひきいて逆むかえ撃ち、旻らは敗走し、兵馬の還る者は什に一りのみ。

            　鮮卑の衆は日々多くなり、田畜・射猟しても、食を給するに足りなくなった。後に檀石槐はそれを案じて烏侯秦水オフウジンシュイに行った。広袤たてよこながさ数百里あり、停とどこおって流れず、中に魚が有ったが得ることはできなかった。汗人*九が善く魚を捕ると聞いたので、檀石槐は東に汗国を撃ち、千余家を得、徙して烏侯秦水の上ほとりに置き、魚を捕らせて糧を助けた。今に至るまで、烏侯秦水の上には汗人の数百戸が有る。

            　檀石槐は年四十五にして死に、子の和連フヮリェンが代わって立った。和連の材力は父に及ばず、しかも貪淫、断法不平で、衆のうち叛く者は半ば。霊帝の末年、数々しばしば寇鈔し、北地ポクディ郡を攻めたが、北地の庶人で善く弩を射る者が和連に射中あて、和連は即死した。その子の騫曼ケンマンは小さく、兄の子の魁頭クォイドゥが代わりに立った。魁頭が立った後、騫曼は長大おとなになって、魁頭と国を争い、衆は遂に離散した。魁頭が死に、弟の歩度根ボドコンが代わって立った。檀石槐の死後から、諸大人は世襲になったのである。

            　

            　文帝モンテイが践阼すると、田予デンヨを烏丸校尉とし、持節に護鮮卑を并あわせ、昌平チャンビォンに駐屯させた。歩度根は遣使して馬を献じ、帝は王号を拝命させた。後に数々しばしば軻比能と更々かわるがわるに攻撃しあい、歩度根の部衆は稍々ようようと寡弱になり、その衆一万余落を将ひきいて太原タイグォン郡・鴈門ガンモン郡にて保守した。歩度根はのちに人を使って泄帰泥に招呼し、曰うに、

            「汝は父を比能に殺されたのに、仇あだに報いることを念じず、反かえって怨家に属している。今は汝を厚く待遇していても、これは汝を殺そうとする計りごとなのだ。我がもとに還るに如しくはない。我わしと汝とはこれぞ骨肉の至親というもの、どうして仇かたきなどと与ともにすることがあろう」

            　これにより帰泥はその部落を将いて歩度根に逃帰し、比能はこれを追ったが及ばなかった。黄初五年（二二四）に至り、歩度根は闕に詣まいり貢献し、厚く賞賜を加えられ、この後は一心に辺境を守り、寇害しなかった。しかし軻比能の衆は彊盛を遂げた。

            　明帝ミォンテイは即位すると、務めて戎狄じゅうてきを綏和しようと欲おもい、それで征伐を息やすめ、両部族を羈縻つなぎとめるだけにした。青龍元年（二三三）に至り、比能は歩度根に深く和親を結ぼうと誘い、そこで歩度根は泄帰泥および部衆を将いて悉く比能に保護され、并州を寇鈔し、吏民を殺略した。帝はこれを征討するのに驍騎將軍の秦朗ジンランを遣わした。帰泥は比能に叛き、その部衆を将いて降り、帰義王を拝命し、幢麾・曲蓋・鼓吹を賜わり、并州に居すむことは故もとの如とおり。歩度根は比能に殺された。

            　軻比能は、本々もともとは鮮卑の小種族で、勇健にして断法平端、財物を貪らないので、衆は推して大人とみなした。部落は塞に近く、袁紹が河北を占拠してから、中国人は多く逃亡離叛してこれに帰属し、兵器・鎧・盾の作りかたを教え、頗いささか文字を学ばせた。それでその部衆を勒御さしずするには、中国の則きまりを擬まねし、出入・弋猟よくりょうするには、旌麾はたじるしを建立つきたて、鼓節を以て進退させた。

            　建安中（一九六―二二〇）、閻柔を因とおして貢献を上たてまつった。太祖曹操は西のかた関中を征討すると（二一一）、田銀デンギンは河間ハコンにおいて反そむき、比能は三千余騎を将ひきい柔に随したがって銀を撃破した。後に代郡烏丸が反そむくと、比能は復かえって助け寇害をなし、太祖は鄢陵侯の曹彰ザウチャンを驍騎将軍とし、北へ征討させ、これを大破した。比能は走り塞を出て、後に復また貢献を通じた。延康の初め（二二〇）、比能は遣使して馬を献じ、文帝も比能を立てて附義王とした。黄初二年（二二一）、比能は諸魏人の鮮卑に在る者五百余家を出し、代郡に還し居すまわせた。明年、比能は部落の大人・小子・代郡烏丸の脩武盧シュムロら三千余騎を帥ひきい、牛馬七万余口を駆って市を交え、魏人一千余家を遣やって上谷に居まわせた。後に東部鮮卑の大人である素利ソリおよび歩度根の三部族と争闘し、更々かわるがわるに攻撃しあった。田予が和合し、侵しあうことをできなくさせた。五年（二二四）、比能は復たも素利を撃ち、田予は軽騎を帥いただちに進みその後ろがみをひいた。比能は、別小帥の瑣奴スァノに予を拒ふせがせたが、予は進んで討ち、これを破り走らせたので、弐うたがいを懐いだいた。そうして輔国将軍の鮮于輔シェンウブと書ふみして曰うには、

            「夷狄は文字を識しらないので、校尉の閻柔が我わしを天子にとりもってくだされた。我しと素利とは讐かたきとなり、往年これを攻撃しました。それを田校尉は素利を助けた。我しは陣に臨んで瑣奴を往かせ、使君が来ると聞き、すぐに軍を引いて退しりぞかせました。歩度根は数々しばしば鈔盜し、また我が弟を殺したうえ、我しが鈔盜するのだと誣そしります。我しは夷狄で礼儀を知らないとはいえ、兄弟・子・孫は天子の印綬を受けています。牛馬でも水や草の美あじを知っている。まして我しには人の心が有るのです。将軍は我しの明こころを天子にうけあってくだされまいか」

            　鮮于輔は書を得ると帝に上聞し、帝は復た田予に招き納いれ安慰させた。比能の衆は彊盛を遂げ、控弦ゆみをひくもの十余万騎。鈔略する毎に得た財物は、均平に分付し、一はじめから目前にて決め、終しまいまで私わたくしする所が無かった。それで衆の死力を得、余ほかの部族の大人も皆これを敬憚した。しかし猶も檀石槐ダンジェクフォイに及ぶほどではなかったのである。

            　太和二年（二二八）、田予は通訳の夏舎ハシャを遣わして軻比能の女婿むすめむこの鬱築鞬ウォットュクキォンの部族に詣いたらせ、舎は鞬に殺された。その秋、予は西部鮮卑の蒲頭ボドゥ・泄帰泥を将ひきい塞を出て鬱築鞬を討ち、これを大破した。還して馬城に至ると、比能は自ら三万騎を将い予を七日も囲んだ。上谷太守の閻志イェムチェイは、閻柔の弟であり、まえから鮮卑の信用する所となっていた。志は往って解喩し、すぐに囲みを解いて去らせた。後に幽州刺史の王雄は校尉を并領し、恩と信を以て撫なだめた。比能も数々しばしば塞を款おとない、州に詣り貢献を奉じた。青龍元年（二三三）に至り、比能は歩度根を誘い納れ、并州に叛かせ、与ともに和親を結び、自ら一万余騎を勒したがえてその塁重を陘北ヘンポクで迎えた。并州刺史の畢軌は将軍の蘇尚ソジャン・董弼トゥンピツらを遣わしてこれを撃ち、比能は子に騎兵を将ひきいさせて遣わし、尚らと楼煩ルウボンに於いて会戦させ、陣に臨んで尚・弼を害した。三年中に至り、雄は勇士の韓龍ハンリォンを遣わし比能を刺殺し、更かえてその弟を立てた。

            　素利・弥加ミカ・厥機クォツケイはみな大人となり、遼西・右北平・漁陽ギォヤンの塞外に在ったが、道が遠く初めは辺境に患うれいをなさず、しかしその種衆は軻比能より多かった。建安中（一九六―二二〇）、閻柔を因とおして貢献を上たてまつり、市を通わせ、太祖曹操はみな寵意を表して王とした。厥機が死に、またその子の沙末汗サマツハンを立て親漢王とした。延康の初め（二二〇）、また各々遣使し馬を献じた。文帝は素利・弥加を立てて帰義王とした。素利は比能と更々かわるがわるに攻撃しあった。太和二年（二二八）、素利が死んだ。子は小さく、よって弟の成律帰ジェンリツクォイが王となり、その衆を代わりに摂おさめた。

        
    


    
        東夷伝

        　

        　尚書は「東は海に漸ひたり、西は流沙を被かぶる」と称となえる。その九服之制うちなるくにぐにについては、得て言うことができるのだ。しかし荒域とおいいなかの外は、訳を重ねて至り、足跡・車軌の及ぶ所ではなく、その国の俗ひと・殊なり・方かたちを知る者はなかったのだ。虞舜グュシュンから周チュ代までには、西戎セイニュンから白環たまきの献上が有り、東夷トゥンイから粛慎シュクジンの頁納が有ったが、みな世を曠へだてて至り、その遐はるか遠くあることは此かくの如し。漢ハン氏に及び張騫チァンケンを使者として西域に遣わし、黄河の源を窮め、諸国を経歴させ、遂に都護を置いてこれを総領した。しかる後に西域の事が具つまびらかに存しられ、それで史官は詳しく載せることができたのである。魏グォイが興り、西域から尽く至ることはできないとはいえ、その大国である亀茲クュチェイ・于寘ウデン・康居カンギォ・烏孫オスォン・踈勒ショロク・月氏グォッチ・鄯善ジェンジェン・車師チャスィの属たぐいからは、朝貢を奉じない歳は無く、ほぼ漢氏の故事の如し。しかるに公孫淵クンスォンウェンは父祖三世かさねて遼東レウトゥンを占有し、天子はそこを絶域とみなし、海外の事としてなるに委ね、遂に東夷とは隔断され、諸夏わがくにぐにに通い得なくなった。景初中（二三七―二三九）、大いに師旅を興し、淵を誅殺し、また潜軍を海に浮かべ、楽浪ラクラン・帯方タイピァンの郡を収めて、しかる後に海表は謐然しずやかとなり、東夷も屈み服まつろうこととなった。その後に高句麗カウクュリが背叛し、また偏師を遣わして討伐を致し、極遠にまで窮追し、烏丸オフヮン・骨都クォットを踰こえ、沃沮オクチョを過ぎ、粛慎の庭を踐ふみ、東は大海に臨んだ。長老が説くに、日の出る所の近くに異面の人が有ると。遂に周あまねく諸国を観て、その法俗・小大の区別・各々が有する名号を采収し、詳紀することができた。夷狄いてきの邦といっても、しかし俎豆まつりのうつわの象かたちを存とどめている。中国が礼を失うとき、四夷にこれを求めることも、なお信じられよう。だからその国々を撰次し、その同異を列挙し、よって前史の備わらない所に接つぐのである。

        　


        
            夫余

            　

            　夫余プュヨは、長城の北に在る。玄菟フェントを去ること千里。南は高句麗と、東は挹婁オプルウと、西は鮮卑と接し、北は弱水ニャクシュイが有る。二千里四方ほど。戸は八万。その民は土著し、宮室・倉庫・牢獄が有る。山陵が多く、沼沢が広く、東夷の域に於いて最も平敞たいらか。土地は五穀に宜しく、五果は生らない。

            　その人、麤大そだいにして、性は彊勇・謹厚で、寇鈔をしない。国には君王が有り、みな六畜を以て官に名づけ、馬加マカ、牛加グュウカ、豬加チォカ、狗加クカ、大使ダイシォイ、大使者ダイシォイチャ、使者シォイチャが有る。邑落には豪民が有り、下戸を名づけてみな奴僕とする。諸加は別々に四方へ出る道を主つかさどり、大なる者は数千家を主おさめ、小なる者は数百家。食飲にはみな俎いたや豆たかつきを用い、会同つどいでは拝爵・洗爵し、揖譲ゆうじょうして升のぼり降りする。殷暦の正月に天を祭り、国中が大いに会つどい、連日飲み食い歌い舞い、名づけて迎鼓ギャンゴと曰い、この時に刑獄を断じ、囚徒を解く。国に在っては衣服は白を尚とうとび、白布の大袂おおそで・袍うわぎ・袴で、革鞜かわぐつを履く。国を出るときは繒きぬ・繡ぬいとり・錦・罽けおりを尚び、大人は狐や狸・狖さる、白・黒の貂の裘かわごろもを加え、金銀を以て帽を飾る。訳人が辞ことばを伝えるには、みな跪ひざまづき、手は地に拠つき、窃ひそやかに語る。刑を用おこなうことは厳急にし、殺人者は死なせ、その家人を没収して奴婢とする。窃盗は一につき十二を責とりたてる。男女の姦淫・婦人の嫉妬は、みこれを殺す。嫉妬を尤もっとも憎み、已すでに殺すと、尸しかばねは国の南の山上に之いかせ、腐爛に至らせる。女の家が得ようと欲するに、牛馬を輸だしつくさせて乃のちにこれを与える。兄が死ぬと嫂あによめを妻にするのは、匈奴と同俗。

            　その国、善く犠牲いけにえを養い、名馬・赤玉・貂・狖・美珠を出す。珠の大きなものは酸棗さねぶとなつめの如し。弓矢・刀・矛を兵器とし、家々は自ら鎧仗を有する。国の耆老きろうは自らを古の亡人と説く。城柵はみな員まるく作り、牢獄に似たところが有る。道を行くに、昼夜とも老幼と無くみな歌い、日を通し声は絶えない。軍事が有ると亦やはり天を祭り、牛を殺し蹄を観て吉凶を占い、蹄が解ほぐれていれば凶とし、合わさっていれば吉とする。敵が有ると、諸加は自ら戦い、下戸は倶ともに兵糧を担にない、これを飲食する。

            　その死、夏の月はみな氷を用いる。人を殺して徇葬し、多い者は百を数える。厚葬にして、槨が有って棺は無い。〔一〕

            　

            〔一〕『魏略』に曰う。その俗は、停喪もがりすること五ヶ月、久しくすることを栄はえありとする。その亡くなった者に祭るには、生なまものが有り熟にものも有る。喪主は速やかにしようとせず、しかし他人はこれを彊しい、常に諍いさかいして引き、これが節を為す。その喪に居るときは、男女はみな純白にして、婦人は布の面衣を著つけ、環珮おびだまを去るなど、大よそ礼は中国と彷彿にかよっているのである。

            　

            　夫余は本々もともとは玄菟に属ついていた。漢の末、公孫度クンスォンドは海東に雄張し、外夷を威服し、夫余王の尉仇台ウォイクゥトイは更かえて遼東に属いた。時に句麗と鮮卑が彊つよく、度は夫余が二虜の間に在るので、宗女を妻めとらせた。尉仇台が死に、簡位居コンウィキォが立った。適子が無く、孼子めかけのこの麻余マヨが有った。位居が死ぬと、諸加は共に麻余を立てた。牛加である兄の子、名は位居は、大使となり、財を軽くして善く施し、国人はこれに附いた。歳々遣使して京都けいとに詣まいり貢献した。正始中（二四〇―二四九）、幽州刺史の毌丘倹クヮンクュギェムは句麗を討ち、玄菟太守の王頎ワンギォイを遣わして夫余に詣いたらせ、位居は大加を遣わして郊迎し、軍量を供出した。季父おじの牛加は二心が有り、位居は季父父子を殺し、財物を籍没とりあげて、遣使し簿斂おさめたものを官に送った。旧ふるい夫余の俗は、水旱が調わず、五穀が熟さないと、いつも王の咎とがとし、或るものは易かえろと言い、或るものは殺せと言った。麻余が死に、その子の依慮オイリォは年六歳、立てて王とみなした。

            　漢の時、夫余王の葬礼には玉匣ぎょくこうを用い、常に予あらかじめ玄菟郡に付あずけておき、王が死ねば迎え取って埋葬にもちいた。公孫淵が伏誅されたとき、玄菟の庫くらには猶も玉匣の一具ひとそろえが有った。今の夫余の庫には玉璧・珪けい・瓚さんは数代の物が有り、世々宝ものとして伝えている。耆老は言う、先代の賜わったものだと〔一〕。その印の文言は「濊ワイ王之印」、国は濊城という故城を有する。おそらく本もとは濊貊の地であり、夫余はその中にて王となったものだろう。自らを「亡人」と謂うのも、それもそうらしいのだ〔二〕。

            　

            〔一〕『魏略』に曰う。その国は殷富とみゆたかで、先世よりこのかた、未だ甞て破壞されたことがないのだ。

            〔二〕『魏略』に曰う。旧志はまた言う、昔、北方には高離カウリの国なる者が有り、その王者の侍婢が身ごもることが有って、王はこれを殺そうとした。婢が云うには、「鶏子たまごに如にた気が有り、下って来て、我わたしはそのために身ごもることになりました」。後に子が生まれると、王はこれを溷かわやの中に捐すてたが、猪ぶたが喙くちでこれに嘘ふきかけた。馬閑うまやに徙うつしたが、馬が気をこれに嘘ふきかけ、死ななかった。王はもしや天の子でないかと疑い、乃ようやくその母にこれを収め畜やしなわせた。名は東明トゥンミォンと曰い、常に牧馬をさせられていた。東明は善たくみに射ち、王はその国を奪われないかと恐れ、これを殺そうとした。東明は走り、南の施掩水シエムシュイに至り、弓で水を撃つと、魚や鼈かめが浮いて橋を為つくった。東明は渡ることを得て、魚や鼈はその乃のちに解散し、追兵おっては渡り得なかった。東明はこうして夫余の地に都して王となった。

            　

        

        
            高句麗

            　

            　高句麗カウクュリは、遼東の東千里に在る。南は朝鮮チェウシェン・濊貊ワイモクと、東は沃沮と、北は夫余と接する。丸都フヮントの下ふもとに都する。二千里四方ほど。戸は三万。大山・深谷が多く、原沢は無い。山谷に随そって居すまい、澗水たにみずで食やしなう。良田は無く、力つとめて佃作はするが、口腹を実みたすには足りない。

            　その俗、節食し、好よく宮室を治め、居まう所の左右に大屋を立て、鬼神を祭り、また霊星・社稷を祠る。

            　その人、性は凶急にして、善く寇鈔する。

            　その国、王が有り、その官には相加シャンガ・対盧ツォイロ・沛者パイチャ・古雛加コヂュカ・主簿チュボ・優台丞ウトイジョン・使者シォイチャ・皁衣先人ザウオイセンニンが有る。尊卑は各々に等級が有る。東夷の旧語ふることでは夫余の別種とされ、言語・諸事の多くは夫余と同じく、その性気・衣服には異なるところが有る。本々もともとは五族が有り、涓奴クェンノ部・絶奴ジェツノ部・順奴ジュンノ部・灌奴クヮンノ部・桂婁クォイルウ部が有る。本来は涓奴部が王をなしたが、稍々ようようと微弱になり、今は桂婁部がこれに代わった。漢の時、鼓吹・伎人を賜わり、常に玄菟郡に従い朝服・衣幘を受けとり、高句麗令がその名籍を主つかさどった。後には稍々ようようと驕恣になり、復ふたたび郡に詣まいらず、東界に小城を築き、朝服・衣幘はその中に置き、歳時には来てこれを取った。今の胡人は猶もこの城を幘溝漊ツェックウルウと名よんでいる。溝漊とは、句麗が城をよぶ名ことばだ。その官を置くには、対盧が有れば沛者は置かず、沛者が有れば対盧は置かない。王の宗族、その大加は、みな古雛加を称する。涓奴部は本来国主であり、今は王をなさないといっても、適統の大人は、古雛加を称することができ、亦やはり宗廟を立て、霊星・社稷を祠ることができる。絶奴部は世々王と通婚し、古雛の号を加えられている。諸大加は亦り自ら使者・皁衣先人を置き、名はみな王に達し、卿大夫の家臣の如く、会同坐起するに、王家の使者・皁衣先人と同列することはできない。その国中の大家は佃作せず、坐食する者は一万余口、下戸は遠く米糧魚塩を担ぎこれに供給する。

            　その民、歌舞を喜び、国中の邑落では、暮夜には男女群聚し、たがいに歌戯に就く。大倉庫は無く、家々は自ら小倉を有し、これを名づけて桴京ブュウキォンとする。その人は絜清にして自ら喜ぶ。善く蔵醸する。跪拝するとき一脚かたあしを申のばすことは、夫余と異なる。行歩するにはみな走る。十月の祭天を以て、国中が大いに会つどい、名づけて東盟トゥンミォンと曰う。その公の会いでは、衣はみな錦や繡ぬいとりで、金や銀を服つけて自らを飾る。大加・主簿の頭には幘を著つけるが、幘の如くでも余りのところが無い。その小加は折風を著け、形は弁の如きもの。その国の東には大穴が有り、隧穴とよび、十月の国中が大いに会うとき、隧神を迎え、国の東の上ほとりでこれを祭り、木隧を神坐に置く。牢獄は無く、罪人が有ると諸加が評議して、すぐにこれを殺し、妻子を没入して奴婢とする。

            　その俗、婚姻を作なすとき、言語はなしが已すでに定きまると、女の家は小屋を大屋の後ろに作り、壻屋と名づける。壻は暮れに女の家の戸外に至り、自ら名のり跪拝し、女の宿に就き得ることを乞い、それを再三すると、女の父母はようやく聴ゆるして小屋の中の宿に就かせ、傍らに銭・帛きぬを頓とどめる。生まれた子がもう長大おとなになると、乃ようやく婦つまを将つれて家に帰る。その俗は淫ら。男女が已に嫁を娶めとると便すぐに、すこしずつ送終之衣しにごろもを作る。厚葬で、金銀財幣は、死を送ることに尽くし、石を積み封つちもりをし、松・栢を列ならべ種うえる。その馬はみな小さく、便たやすく山を登る。国人は気力が有り、戦闘に習熟し、沃沮・東濊はみなこれに属ついた。

            　また小水貊シェウシュイモクが有る。句麗が国を作るには、大水おおかわに因って居する。西安平セイアンビォン県の北に小水おがわが有り、南に流れて海に入る。句麗の別種は小水に依って国を作ったので、これを名づけて小水貊とした。好い弓を出し、いわゆる貊弓はこれである。

            　王莽ワンマンの初め、高句麗兵を進発させて胡を伐とうとしたが、行きたがらず、彊迫きょうはくしてこれを遣やると、みな逃亡し塞を出て寇盜した。遼西大尹の田譚デンドムはこれを追撃して殺された。州・郡・県は咎とがを句麗侯の騊ツウに帰かぶせたが、厳尤ギォムイウは奏して言った、

            「貊人の法を犯した罪は騊に起こったのではありません。しばらくは安慰するべきです。今みだりに大罪をこれに被せては、それこそ反そむくことにならないでしょうか」

            　莽は聴かず、尤に詔してこれを撃たせた。尤は句麗侯の騊に誘いかけ、至るのをまちぶせしてこれを斬り、その首を伝送して長安に詣とどけた。莽は大いに悦び、天下に布告し、高句麗の名を更かえて下句麗ヘクュリとした。この時に侯国とされ、漢の光武クヮンム帝の八年（三二）、高句麗王が遣使して朝貢し、始めて王と称せられた。

            　殤シャン帝・安アン帝の間に至り、句麗王の宮クュンは数々しばしば遼東に侵寇し、更かえて玄菟郡に属つけた。遼東太守の蔡風ツァイプュン・玄菟太守の姚光イェウクヮンは、宮が二郡に害を為すので、師を興してこれを伐った。宮は詐いつわって降り和を請い、二郡が進まないでいるうち、宮は密かに軍を遣り玄菟を攻め、候城フウジェンを焚焼やきうちし、遼隧レウジュイに入り、吏民を殺した。後に宮は復またも遼東を犯し、蔡風は軽んじて吏士を将ひきいてこれを追討し、軍たたかって敗れ没した。

            　宮が死に、子の伯固ポッコが立った。順ジュン帝・桓フヮン帝の間、復たも遼東を犯し、新安シェンアン・居郷キォヒァンを寇あだし、また西安平セイアンビォンを攻め、道の上で帯方令を殺し、楽浪太守の妻子を略得した。霊レン帝の建寧二年（一六九）、玄菟太守の耿臨ケンリョムはこれを討ち、斬首した虜やっこの数は百級、伯固は降り、遼東に属した。熹平中（一七二―一七八）、伯固は玄菟に属することを乞うた。公孫度が海東に雄張すると、伯固は大加の優居ウキォ・主簿の然人ニェンニンらを遣わして度を助け、富山賊を撃ち、これを破った。

            　伯固が死に、二りの子、長子の抜奇ボツギ・少子の伊夷模イイモが有った。抜奇は不肖で、国人はかわりとして共に伊夷模を立てて王とした。伯固の時から、数々しばしば遼東に寇し、また逃亡した胡人の五百余家を受けいれた。建安中（一九六―二二〇）、公孫康クンスォンカンは軍を出してこれを撃ち、その国を破り、邑落を焚焼した。抜奇は兄なのに立ち得なかったことを怨み、涓奴の加と各々に下戸三万余口を将い康に詣まいって降り、沸流水ポイリゥシュイに還うつり住んだ。降った胡人も伊夷模に叛いた。伊夷模は更えて新国を作り、今日の所在がこれである。抜奇は遂に遼東に住んだが、子が有って句麗国に留まり、今の古雛加の駮位居ポクウィキォがこれである。その後に復たも玄菟を撃ち、玄菟は遼東と合撃し、これを大破した。

            　伊夷模は嫡子が無く、灌奴部と淫うわきし、生まれた子は位宮ウィクュンと名づけられた。伊夷模が死ぬと、立てて王とされ、今の句麗王の宮がこれである。その曽祖の名は宮で、生まれると目を開き視ることができた。その国人はこれを悪にくみ、長大おとなに及なると、果たして凶虐で、数々しばしば寇鈔し、国は残破された。今の王は生まれて地に惰ちると、亦やはり目を開き人を視ることができた。句麗は相似することを位と呼ぶ。その祖に似ているので、これに名づけて位宮とした。位宮は力が有り勇ましく、便たやすく馬に鞍のり、善たくみに猟射する。景初二年（二三八）、太尉の司馬シェイマ宣王は衆を率いて公孫淵を討ち、宮は主簿・大加を遣わし数千人を将ひきい軍を助けた。正始三年（二四二）、宮は西安平を寇し、その五年、幽州刺史の毌丘倹に破られた。語はなしは毌丘倹伝に在る。

            　

        

        
            東沃沮

            　

            　東沃沮トゥンオクチョは、高句麗の蓋馬カイマ大山の東に在る。大海に浜ひんして居する。その地形は東北が狭く、西南が長く、千里ほど。北は挹婁・夫余と、南は濊貊と接する。戸は五千。大君王は無く、世々邑落は、各々が長帥を有する。その言語は、句麗と大おおよそ同じで、時々小わずかに異なる。

            　漢の初め、燕エンの亡人の衛満ウェイマンは朝鮮にて王となり、時の沃沮はみなこれに属した。漢の武帝の元封二年（前一〇九）、朝鮮を伐ち、満の孫の右渠ウギォを殺し、その地を分けて四郡とし、沃沮城を玄菟郡とした。後に夷貊に侵され、郡は句麗の西北に徙うつった。今のいわゆる玄菟故府がこれである。沃沮は楽浪に還属した。漢朝は、土地が広遠なので、単単ジェンジェン大領の東に東部都尉を分置し、不耐城ポツノイジェンに治し、領東の七県を別に主つかさどらせ、その時に沃沮もみな県にした。漢の光武帝の建武六年（三〇）、辺郡を省き、都尉はこれにより罷免された。その後はみなその県中の渠帥を県侯とし、不耐・華麗フヮレイ・沃沮の諸県はみな侯国となった。夷狄は更々こもごも攻伐しあうが、ただ不耐濊侯は今に至るまでも功曹クンザウ・主簿チュボの諸曹を置き、みな濊民がこれになる。沃沮の諸邑落の渠帥は、みな自ら三老サムラウを称するのは、故もとの県国の制に則っているのだ。国は小さく、大国の間に迫り、遂に句麗に臣属した。句麗は復たその中の大人を置いて使者とし、領地を主らせ、また大加にその租税の責とりたてを統べさせ、貊布・漁・塩・海中の食物は、千里を担負してこれを致らせ、またその美女を送らせて婢妾とし、これを遇することは奴僕の如くした。

            　その土地は、肥美で、山を背にし海に向かい、五穀に宜しく、田種するに善い。

            　人の性は、質直彊勇で、牛馬が少なく、便たやすく矛を持ち歩戦する。食飲・居処・衣服・礼節は、句麗に似たところが有る〔一〕。

            　

            〔一〕『魏略』に曰う。その嫁娶よめとりの法は、女の年が十歳になると、もう許いいなづけにする。壻の家はこれを迎え、長そだつまで養って婦つまときめる。成人に至ると、更あらためて女の家さとに還される。女の家は銭を責もとめ、銭が畢はらわれると、乃ようやく復また壻に還される。

            　

            　その葬は、大きな木槨を作り、長さは十余丈、一頭かたはしを開いて戸を作る。新たに死する者は、みな仮ひとまずこれを埋め、形を覆うほどにし、皮肉が尽きると、乃ようやく骨を取って槨の中に置く。家を挙げてみな一つの槨を共にし、木を刻み生きた形の如くし、死者の数だけ為つくる。また瓦鬲つちのかなえが有り、その中に米を置き、編んで槨の戸の辺りにこれを県かける。

            　毌丘倹が句麗を討ち、句麗王の宮は沃沮に奔はしり、遂に師を進めてこれを撃った。沃沮の邑落はみなこれを破り、首を斬り獲った虜やっこは三千余級、宮は北沃沮に奔る。北沃沮の一名は置溝婁チェイクウルウ、南沃沮を去ること八百余里、その俗は南北みな同じく、挹婁と接する。挹婁は喜このんで船に乗り寇鈔する。北沃沮はこれを畏れ、夏の月は恒に山巌深穴の中で守備し、冬の月は氷凍し船の道が通らなくなると、乃ようやく下りて村落に居すむ。王頎は別に遣わされて宮を追い討ちし、その東の界さかいを尽くした。その耆老に問う、

            「海の東にも人が有ろうか」

            　耆老は言う、

            「国の人が嘗かつて船に乗り魚を捕らえるとき、風に遭い吹かれること数十日、東に一つの島をみつけました。上ほとりに人が有り、言語ことばはたがいに暁わかりません。その俗はいつも七月に童女を取って海に沈めます。」

            　また言う、

            「一つの国が有ります。亦やはり海中に在り、女だけで男はいません」

            　また説く、

            「一つの布の衣を得ました。海の中から浮き出て、その身は中国人の衣に如にて、その両袖の長さは三丈でした。」

            　また、

            「一つの破船やれぶねを得ました。波の随ままに出て海岸の辺りに在りました。一人が有り、項うなじの中にも面が有りました。生きていましたが、語はなしてもたがいに通じず、食べずに死にました」

            　その域はみな沃沮の東の大海の中に在る。

            　

        

        
            挹婁

            　

            　挹婁オプルウは、夫余の東北千余里に在る。大海に浜し、南は北沃沮と接し、その北の極まる所は知られていない。その土地は山が多く険しい。その人の形は夫余に似て、言語は夫余や句麗と同じくない。五穀・牛・馬・麻布が有る。人は多くが勇ましく力あり。大君長は無く、邑落は各々に大人を有する。山林の間に処おり、常に穴居し、大きな家は深さ九梯、多いものを好しとする。土気は寒く、夫余よりも劇はげしい。その俗は、好く豬ぶたを養い、その肉を食べ、その皮を衣とし、冬は豬の膏あぶらを身に塗り、厚さは数分、これで風寒を禦ぐ。夏になれば裸袒はだぬぎで、尺布でその前後を隠して形体を蔽う。その人は、不潔で、溷かわやを中央に作り、人はその表を囲んで居すむ。その弓は長さ四尺、力は弩の如く、矢は楛を用い、長さは一尺八寸、青石で鏃を為つくる。古の粛慎氏の国なのだ。善たくみに射て、人に射るとみな目*十に入る。矢は毒を施し、人に中あたるとみな死ぬ。赤玉・好い貂を出し、今のいわゆる挹婁貂はこれである。

            　漢よりこのかた、夫余に臣属し、夫余がその租賦を責とりたてること重くしたので、黄初中（二二〇―二二六）、これに叛いた。夫余は数々しばしばこれを伐ったが、その人衆ひとのかずが少ないとはいえ、所在は山が険しく、隣国の人はその弓矢を畏れ、卒ついに服まつろわせることはできなかったのだ。その国は便たやすく船に乗り寇盜して、隣国はこれに患わずらう。東夷の飲食の類はみな俎いたや豆たかつきを用いるが、挹婁だけはせず、法俗は最も無綱紀である。

            　

        

        
            濊

            　

            　濊ワイは、南は辰韓ジンハンと、北は高句麗・沃沮と接し、東は大海に窮まる。今の朝鮮の東部はみなその地である。戸は二万。

            　昔、箕子キェイチェイは朝鮮に適つくと、八条の教えを作ってこれに教え、門戸の閉ざしは無くても民は盗みをしない。その後四十余世、朝鮮侯の準チュンは僭号して王と称した。陳勝ヂンションらが決起し、天下は秦に叛き、燕エン・斉ゼイ・趙ヂェウの民で朝鮮に地を避けるものは数万口。燕人の衛満は、魋結さいづちまげにし夷服をよそおい、復た来てこれに王となった。漢の武帝は朝鮮を伐ち滅ぼし、その地を分け四郡とした。これより後、胡人・漢人はやや別れた。大君長は無く、漢よりこのかた、その官には侯邑君フウオプクォン・三老が有り、下戸を統主する。その耆老は旧ふるくから自らを句麗と同種と謂う。

            　その人、性は愿愨げんかくで、嗜慾は少なく、廉恥が有り、句麗に請わない。言語・法俗の大抵は句麗と同じく、衣服は異なるところが有る。男女の衣はみな曲領を著つけ、男子は広さ数寸の銀花を繋いで飾りとする。単単大領から西は楽浪に属し、領から東の七県は都尉がこれを主つかさどり、みな濊を以て民としていた。後に都尉が省かれ、その渠帥を封じて侯とし、今の不耐濊は皆その種族である。漢末、更かえて句麗に属ついた。

            　その俗は、山川を重んじ、山川には各々の部分が有り、妄りに渉り入ることを得ない。同姓不婚。忌諱が多く、疾病し死亡するごとに旧宅を捐棄し、更えて新居を作る。麻布が有り、蚕桑して緜を作る。星宿に候うかがうことに暁あかるく、年のみのりのおおよそを予知する。珠玉を宝ものにしない。いつも十月の節に天を祭り、昼夜とも酒を飲み歌い舞い、これを名づけて舞天ムテンとし、また虎を祭り神とみなす。その邑落が侵犯しあうときは、ともに罰として生口・牛馬を責とりたて、これを名づけて責禍ツェクフヮとする。殺人は死にて償わせる。寇盜は少ない。矛は長さ三丈に作り、或るときは数人で共にこれを持ち、能く歩戦する。楽浪檀弓はこの地が出す。その海は班魚の皮を出し、土地は文豹が饒ゆたかで、また果下馬を出し、漢の桓帝の時にはこれを献じた〔一〕。

            　

            〔一〕臣松之が案じるに、果下馬は高さ三尺、これに乗って果樹の下を行くことができるので、これを果下と謂う。『博物志』『魏都賦』に見える。

            　

            　正始六年（二四五）、楽浪太守の劉茂リゥムウ・帯方太守の弓遵クュンツュンは、領東の濊が句麗に属いたので、師を興してこれを伐ち、不耐侯らは邑を挙げて降った。その八年、闕みかどに詣まいり朝貢し、詔して更あらためて不耐濊王を拝命させた。居処は民間に雑在し、四時おりおりに郡に詣り朝謁する。二郡に軍征・賦調が有り、供給・役使するとき、これを遇することは民の如くする。

            　

        

        
            韓

            　

            　韓ハンは、帯方の南に在る。東西は海を以て限りとし、南は倭と接する。四千里四方ほど。三種が有り、一を馬韓マハンと曰い、二を辰韓ジンハンと曰い、三を弁韓ベンハンと曰う。辰韓は、古の辰国である。

            　馬韓は西に在る。その民は土著し、種植し、蚕桑を知り、緜布を作る。各々には長帥が有り、大なる者は自ら名付けて臣智ジンチとし、その次は邑借オプチェクとする。山海の間に散らばり、城郭は無い。爰襄ウォンシャン国・牟水ムュシュイ国・桑外サングヮイ国・小石索シェウジェクサク国・大石索ダイジェクサク国・優休牟涿ウヒゥムュタク国・臣濆沽ジンボンコ国・伯済ポクツェイ国・速盧不斯スクロポツシ国・日華ニツフヮ国・古誕者コダンチャ国・古離コリ国・怒藍ノラム国・月支グォッチ国・咨離牟盧チリムュラ国・素謂乾ソウォイカン国・古爰コウォン国・莫盧マクロ国・卑離ピリ国・占離卑チェムリピ国・臣釁ジンヒン国・支侵チチョム国・狗盧クロ国・卑弥ピミ国・監奚卑離カムヘイピリ国・古蒲コボ国・致利鞠チリクュク国・冉路ニェムロ国・兒林ニリォム国・駟盧シロ国・内卑離ノイピリ国・感奚コムヘイ国・万盧モンロ国・辟卑離ピェクピリ国・臼斯烏旦グュシオタン国・一離イツリ国・不弥ポツミ国・支半チパン国・狗素クソ国・捷盧ジェプロ国・牟盧卑離ムュロピリ国・臣蘇塗ジンソド国・莫盧マクロ国・古臘コラプ国・臨素半リォムソパン国・臣雲新ジンウォンシン国・如来卑離ニョロイピリ国・楚山塗卑離ツォソンドピリ国・一難イツナン国・狗奚クュヘイ国・不雲ポツウォン国・不斯濆邪ポツシボンヤ国・爰池ウォンディ国・乾馬カンマ国・楚離ツォリ国、凡そ五十余国が有る。大国は一万余家、小国は数千家、総すべて十余万戸。辰王は月支国に治する。臣智或加優呼臣雲遣支報安邪踧支濆臣離兒不例拘邪秦支廉之號*十一。その官には魏の率善シュツジェン・邑君オプクォン・帰義侯クォイギフウ・中郎将トュンランチャン・都尉トウォイ・伯長ポクチァンが有る。

            　朝鮮侯の準チュンが僭号して王を称したのち、燕の亡人の衛満の為に攻奪され〔一〕、その左右の宮人を将ひきい走って海に入り、韓地に居すまい、自ら韓王を号した〔二〕。その後は絶滅したが、今の韓人には猶もその祭祀を奉じる者が有る。漢の時に楽浪郡に属し、四時おりおりには朝謁した〔三〕。

            　

            〔一〕『魏略』に曰う。昔、箕子の後のちである朝鮮侯は、周が衰えて燕が自らを尊んで王とし、東して地を略かすめようとしているのを見、朝鮮侯も亦やはり自ら称して王と為り、兵を興して燕を逆むかえ撃って、周室を尊たかめようとした。その大夫の礼レイがこれを諫めて、乃ようやく止やめになった。礼を西に使いさせて燕に説かせると、燕はこれを止め、攻めなかった。

            　後に子孫が稍々ようようと驕虐になり、燕はそこで将の秦開ジンコイを遣わしてその西方を攻め、地二千余里を取り、満潘汗マンパンハンに至るまでを界さかいとして、朝鮮は弱くなった。秦が天下を并あわせるに及び、蒙恬ムンデムに長城を築かせ、遼東に到った。時に朝鮮王として否ビが立っていたが、秦が襲いくるのを畏れ、略おおよそ秦に服属したが、朝会することは肯じなかった。

            　否が死に、その子の準チュンが立った。二十余年して陳勝ディンションや項羽ホンウが起たち、天下は乱れ、燕・斉・趙の民は愁うれい苦しみ、稍々ようようと亡にげて準のところへ往き、準は乃々おいおいこれを西方に置いた。漢になり、盧綰ラウェンを燕王とし、朝鮮と燕は浿パイ*十二水を界とした。綰が反そむいて匈奴に入ると、燕人の衛満ウェイマンは亡命し、胡服をして、東に浿パイ水を度わたり、準に詣まいって降くだり、準に説いて西界に居すみ、中国からの亡命を収めて朝鮮の藩屏とすることを求めた。準はこれを信じて寵あつくし、拝して博士とし、圭を賜い、封じるところは百里で、西辺を守らせた。満は亡党にげてきたものどもを誘って衆を稍々多くし、そこで詐いつわりに人を遣やって準に告げ、漢の兵が十の道を至くると言わせて、宿衛に入ることを求め、遂に還って準を攻めた。準は満と戦ったが、敵かなわなかったのである。

            〔二〕『魏略』に曰う。その子のちおよび親みうちで留まって国に在る者は、それに因んで姓を韓氏とかえた。準が海中に王となると、朝鮮と往来することはなかった。

            〔三〕『魏略』に曰う。初め、右渠が未だ破れない時、朝鮮相の歴谿卿ロッケイキォンは諫めを右渠に用いられず、東して辰国に之いき、その時の民で随って出居した者は二千余戸あり、亦やはり朝鮮・真蕃チンボン*十三と往来しなかった。王莽の地皇の時に至り、廉斯鑡リェムシツォクは辰韓の右渠帥となり、楽浪の土地が美しく、人民は饒ゆたかで楽しんでいると聞き、亡でていって降くだろうとした。その邑落を出ると、田はたけの中で雀を駆はらう男子一人を見たが、その語ことばは韓人のものではなかった。これに聞たずねると、男子が曰うには、「我わしどもは漢人で、名は戸来ホロイです。我ども輩なかまの千五百人で材木を伐きっているとき、韓に撃たれてとらわれ、みな髮を断たれて奴にされ、もう三年になったのです」。鑡が曰う、「我わたしはいま漢の楽浪に降ろうとしているが、汝も去ろうと欲おもうか？」。戸来が曰った、「可はい」。

            　鑡はそこで戸来を将ひきい、出て来て含資ホムチ県に詣いたった。県は郡に言つたえ、郡はすぐに鑡を訳とし、芩中ギォムトュンより大船に乗って辰韓に入り、戸来が降るのに伴った輩を逆むかえ取らせた。尚なおも千人を得たが、その五百人は死んでいた。鑡はそこで辰韓に曉さとして謂った、「汝は五百人を還されよ。そうせずば、楽浪はいま一万の兵を船に乗せて遣わし、汝を撃ちに来よう」。辰韓は曰った、「五百人は死んでいる。我らはいまかわりに贖あがないを出せるのみだ」。乃ようやく辰韓は一万五千の人、弁韓は布一万五千匹を出し、鑡は収め取って直ちに還った。郡は鑡の功義を表し、冠幘・田宅を賜わった。子孫は数世あり、安帝の延光四年（一二五）の時に至っても、故もとの復除を受けていた。

            　

            　桓帝・霊帝の末（一四七―一八九）、韓濊は彊盛となり、郡・県は制することができず、民は多く韓国に流入した。建安中（一九六―二二〇）、公孫康クンスォンカンは屯有ドンウ県以南の荒地を分けて帯方郡を為つくり、公孫模モ・張敞チァンチャンらを遣わし遺民を収集し、兵を興して韓濊を伐ち、旧民は稍々ようよう出て、この後に倭・韓は帯方に属つくことになった。景初中（二三七―二三九）、明帝は密かに帯方太守の劉昕リゥヒォン・楽浪太守の鮮于嗣シェンウジェイを遣わし海を越えて二郡を平定し、諸韓国の臣智には加えて邑君の印綬を賜い、その次には邑長を与えた。その俗は、衣幘を好み、下戸が郡に詣り朝謁するに、みな衣幘を仮あたえ、自ずと印綬・衣幘を服するものは千有余人。部従事の呉林ゴリォムは、楽浪が本々もともとは韓国を総すべていたので、辰韓の八国を分割して楽浪に与えようとしたが、吏が訳を転つたえるのに異同が有り、臣智は激し韓は忿いかり、帯方郡の崎離キリ営を攻める。時に太守の弓遵・楽浪太守の劉茂は兵を興してこれを伐ち、遵は戦死したが、二郡は遂に韓を滅ぼした。

            　その俗、綱紀は少なく、国邑には主帥が有るといっても、邑落は雑居し、善うまく制御することはできない。跪拝の礼は無い。居処は草屋土室を作り、形は冢の如くし、その戸は上に在り、家を挙げて共に中に在り、長幼男女の別は無い。その葬、棺が有って槨は無く、牛馬に乗ることを知らず、牛馬は送死に尽くす。瓔えい・珠を財宝とし、或るひとは衣に綴り飾りとし、或るひとは頸に県かけ耳に垂らす。金・銀・錦・繡ぬいとりを珍重しない。その人、性は彊勇。魁頭露紒かぶりものなしで、炅けい兵の如し。布の袍うわぎを衣きて、足は革の蹻蹋きょうとうを履く。その国中で為す所が有り官家が城郭を築かせるときは、諸々の年少で勇健な者は、みな背の皮を鑿うがち、大縄でこれを貫き、また一丈ばかりの木でこれをさしはさみ*十四、日を通し嚾呼して力を作おこし、痛みとおもわず、それでこそ作を勧め、且つ健であるとする。いつも五月の下種たねまきを訖おえると、鬼神を祭り、群がり聚まって歌い舞い、酒を飲み昼夜とも休まない。その舞いは、数十人がともに起ちたがいに随い、地を踏むこと低く昂たかく、手足は応じあい、節を奏で、鐸舞に似たところが有る。十月、農功を畢おえると、亦やはり復またこれの如くする。鬼神を信じ、国邑は各々が一人を立て天神の祭りを主つかさどらせ、これを天君と名づける。また諸国は各々が別邑を有し、これを名づけて蘇塗ソドとする。大木を立て、鈴鼓を県かけ、鬼神に事つかえる。諸々の亡逃者がその中に至ると、みなこれを還さないので、賊を作なすに好よい。その蘇塗を立てるの義は、浮屠そとばに似て、しかし所行の善悪は異なる。その北方の郡に近い諸国はやや礼俗を暁しるが、その遠処はただ囚徒・奴婢の如く集まるのみ。他に珍宝は無い。禽獣・草木はほぼ中国と同じ。大栗を出し、大きさ梨の如し。また細い尾の鶏を出し、その尾はみな長さ五尺余。その男子には時々文身が有る。

            　また州胡チュホが有る。馬韓の西の海中の大島の上に在り、その人はやや短小、言語は韓と同じでなく、みな頭を髠そることは鮮卑の如く、ただし韋かわを衣きて、好く牛や豬ぶたを養う。その衣は上が有って下は無く、ほぼ裸勢の如し。乗船して往来し、韓の中で市買うりかいする。

            　辰韓は、馬韓の東に在る。その耆老は世々伝えて、自らを古の亡人と言う。秦の役を避け韓国に来適し、馬韓がその東界の地を割いてこれに与えた。城柵が有る。その言語は馬韓と同じでなく、国をよんで邦とし、弓を弧とし、賊を寇とし、行酒を行觴とし、たがいに呼んで皆を徒とすること、秦人に似たところが有り、ただ燕・斉の物に名づけるしかたなのではないのだ。楽浪人を名づけて阿残とするのは、東方人は我をよんで阿とし、楽浪人は本々その残余の人と謂う。今もこれを名づけて秦韓とする者が有る。始め六国が有り、稍々ようよう分かれて十二国となった。

            　弁辰も十二国、また諸々の小さい別邑が有る。各々が渠帥を有し、大なる者は臣智とよび、その次は険側ヒェムツォクが有り、次は樊濊ボンワイが有り、次は殺奚ソツヘイが有り、次は邑借が有る。

            　已柢イェイテイ国、不斯ポツシ国、弁辰弥離弥凍ミリミトゥン国、弁辰接塗チェプド国、勤耆ギォンギ国、難弥離弥凍ナンミリミトゥン国、弁辰古資弥凍コチミトゥン国、弁辰古淳是コジュンジ国、冉奚ニェムヘイ国、弁辰半路パンロ国、弁楽奴ベンゴクノ国、軍弥クォンミ国、弁軍弥ベンクォンミ国、弁辰弥烏邪馬ミオヤマ国、如湛ニョドム国、弁辰甘路カムロ国、戸路ホロ国、州鮮チュシェン国、馬延マイェン国、弁辰狗邪クヤ国、弁辰走漕馬ツザウマ国、弁辰安邪アンヤ国、弁辰瀆盧ドゥクロ国、斯盧シロ国、優中ウトュン国が有る。弁・辰韓は合わせて二十四国、大国は五千家、小国は六〜七百家、総て四〜五万戸。その十二国は辰王に属する。辰王は常に馬韓人を用もちいてこれを作なし、世々相継ぐ。辰王は自ら立って王となるを得ない〔一〕。

            　

            〔一〕『魏略』に曰う。明かにそれは流移の人であるから、馬韓の為に制されている。

            　

            　土地は肥美にして、五穀および稲を種うえるに宜しい。蚕桑に暁あかるく、縑布を作り、駕・牛・馬に乗る。嫁娶の礼俗には、男女の別が有る。大きな鳥の羽を以て死を送り、その意こころは死者を飛揚させようとする〔一〕。国は鉄を出すので、韓・濊・倭はみなこれを取る。諸々の市買うりかいにはみな鉄を用い、中国の銭を用いるが如くし、またこれを二郡に供給する。俗は歌舞飲酒を喜ぶ。瑟が有り、その形は筑に似て、これを弾けば亦やはり音曲が有る。児が生まれると、すぐに石でその頭を圧おさえ、それを褊せまくしようとする。今の辰韓人はみな頭が褊せまい。男女は倭に近く、亦り文身する。便たやすく歩戦し、兵仗は馬韓と同じ。その俗、行く者は逢うと、みな住とどまって路を譲りあう。

            　

            〔一〕『魏略』に曰う。その国の屋たてものの作りかたは、木を橫に累つんでこれを為つくり、牢獄に似たところが有るのだ。

            　

            　弁辰は辰韓と雑居し、亦り城郭が有る。衣服・居処は辰韓と同じ。言語・法俗はたがいに似て、鬼神の祠祭には異なるところが有り、竈かまどはみな戸の西につくる。その瀆盧国は倭と界さかいを接する。十二国には亦り王が有り、その人の形はみな大きい。衣服は絜清で、長髪にする。亦り広い幅の細布を作る。法俗は特に厳峻。

            　

        

        
            倭人

            　

            　倭ワ人は、帯方タイピァンの東南の大海の中に在る。山島に依って国邑を為いとなむ。旧ふるくは百余国あり、漢の時に朝見する者が有った。今、使訳が通う所は三十国ある。

            　郡より倭に至るには、海岸に循そい水行して韓国を歴へ、ときに南しまたは東し、その北岸の狗邪クヤ韓国に到り、七千余里して、始めて一海を度わたり、千余里して対海ツォヅモ国*十五に至る。その大官は卑狗ピクと曰い、副は卑奴母離ピノムリと曰う。居すむ所は絶島で、四百余里四方ほど。土地は山が険しく、深林が多く、道路は禽鹿径けものみちの如し。千余戸が有り、良田は無く、海の物を食べて自らを活かし、船に乗って南北へ市糴してきする。

            　また南へ一海を渡ること千余里、名づけて瀚海ハンホイと曰う、一支イチ国*十六に至る。官は亦やはり卑狗と曰い、副は卑奴母離と曰う。三百里四方ほど。竹木が多く林が叢がる。三千許ほど家が有る。田地がやや有り、耕田しても食うに足りず、亦り南北へ市糴する。

            　また一海を渡り、千余里して末盧マツラ国に至る。四千余戸が有り、山海に浜して居すみ、草木は茂盛し、行くに前の人を見ない。好く魚鰒を捕らえ、水の深い浅いと無く、みな沈没してこれを取る。

            　東南に陸行すること五百里で伊都イト国に到る。官は爾支ニチと曰い、副は泄謨觚シェツモコ・柄渠觚ピォンギォコと曰う。千余戸が有る。世々王が有るが、みな女王国に統属する。郡使が往き来するのにいつも駐とどまる所。

            　東南して奴ナ国へは百里で至り、官は兕馬觚ジマコと曰い、副は卑奴母離と曰い、二万余戸が有る。

            　東に行き不弥ポツミ国へは百里して至り、官は多模タモと曰い、副は卑奴母離と曰い、千余家が有る。

            　南して投馬ドゥマ国へは水行二十日して至り、官は弥弥ミミと曰い、副は弥弥那利ミミナリと曰い、五万余戸ほど。

            　南して邪馬臺ヤマドイ国*十七、女王の都する所へは、水行十日・陸行一月して至る。官は伊支馬イチマが有り、次は弥馬升ミマションと曰い、次は弥馬獲支ミマフェクチと曰い、次は奴佳鞮ノカイテイと曰う。七万余戸ほど。

            　女王国から北は、その戸数・道里みちのりはほぼ載せることができたが、その余のこりの旁かたわらの国々は遠絶にして、詳しくすることができない。

            　次には斯馬シマ国が有り、次には已百支イェイポクチ国が有り、次には伊邪イヤ国が有り、次には都支トチ国が有り、次には弥奴ミノ国が有り、次には好古都ハウコト国が有り、次には不呼ポツホ国が有り、次には姐奴チャノ国が有り、次には対蘇ツォイソ国が有り、次には蘇奴ソノ国が有り、次には呼邑ホオプ国が有り、次には華奴蘇奴フヮノソノ国が有り、次には鬼クォイ国が有り、次には為吾ウィゴ国が有り、次には鬼奴クォイノ国が有り、次には邪馬ヤマ国が有り、次には躬臣クュンジン国が有り、次には巴利パリ国が有り、次には支惟チユイ国が有り、次には烏奴オノ国が有り、次には奴ノ国が有り、これが女王の境界の尽きる所。

            　その南には狗奴クノ国が有り、男子が王と為なり、その官には狗古智卑狗クコチピクが有り、女王に属さない。

            　郡より女王国に至るには一万二千余里。

            　男子は大小と無くみな黥面文身いれずみする。古よりこのかた、その使いが中国に詣いたると、みな自ら大夫たいふと称する。夏后ハフウの少康シェウカンの子は会稽フヮイケイに封じられ、断髪文身によって蛟龍の害を避けた。今、倭の水人は好よく沈没して魚蛤を捕らえる。文身によって亦やはり大魚・水禽を厭おさえ、後には稍々ようよう飾りとした。諸国の文身は各々異なり、或るものは左に或るものは右に、或るものは大きく或るものは小さく、尊卑に差が有る。その道のりの里数を合計すると、会稽・東冶トゥンヤの東するところに当てはまる。

            　その風俗は、淫らでない。男子はみな露紒かみをゆいかぶりものなしで、木緜を頭に招まく。その衣は横幅よこながで、ただ結束し連ねあわせ、ほぼ縫うところが無い。婦人は髪を被り屈紒ゆっておりまげて、衣は単被の如く作り、その中央を穿ち、頭を貫とおしてこれを衣きる。禾あわや稲・紵からむしや麻を種うえ、蚕桑かいこやしない・緝績いとつむぎし、細紵・縑・緜を出す。その地には、牛・馬・虎・豹・羊・鵲は無い。兵には矛・盾・木弓を用いる。木弓は下が短く上が長く、竹の箭やは或るものは鉄の鏃、或るものは骨の鏃。有無する所は儋耳タムニェイ・朱崖チュゲイと同じ。倭地は温暖で、冬も夏も生菜を食べ、みな跣はだしで徒あるく。屋室が有り、父母兄弟が臥息するに処を異にする。朱丹をその身体に塗ることは、中国での粉を用いるが如きことだ。食飲には籩豆たかつきを用い、手で食べる。

            　その死は、棺が有って槨は無く、封土つちもりして冢を作る。始め死ぬと停喪もがりすること十余日、その時には肉を食べず、喪主は哭泣し、他の人は歌舞飲酒に就く。葬はぶりがすむと、家を挙げて水中に詣いたり澡浴ゆあみして、それは練沐の如くする。

            　その行来は、海を渡り中国に詣いたるとき、常に一人をして、頭を梳くしけずらせず、蟣蝨を去とらせず、衣服は垢汚させ、肉は食べさせず、婦人は近づけず、喪の人の如くさせ、これを名づけて持衰ディシュイとする。もし行く者が吉善であれば、共にその生口・財物を顧むくいる。もし疾病が有り、暴害に遭うと、そこでこれを殺そうとし、その持衰が謹まなかったと謂う。

            　真珠・青玉を出す。その山には丹が有り、その木には柟だん*十八・杼ちょ・豫樟・楺櫪・投橿・烏号・楓香、その竹には篠簳・桃支が有る。薑・橘・椒・蘘荷が有るが、もちいて滋味とすることを知らない。獮猴・黒雉が有る。

            　その俗、事を挙げ行き来し、云為する所が有ると、いつも骨を灼いて卜し、それで吉凶を占う。先に卜することを告げ、その辞ことばは令亀の法の如し。火坼やけひびを視て兆しを占う。その会同坐起には、父子男女の別は無い。人の性、酒を嗜む〔一〕。大人の敬われる所を見ると、ただ手を搏うって跪拝に当てる。

            　

            〔一〕『魏略』に曰う。その俗は正歳四節を知らず、ただ春耕秋収を計って年紀とする。

            　

            　その人、寿考ながいきは、或るものは百年、或るものは八〜九十年。その俗、国の大人はみな四〜五婦、下戸も或るものは二〜三婦。婦人は淫らでなく、妬忌しない。盗窃せず、諍訟は少ない。

            　その法、犯すものは、軽い者はその妻子を没し、重い者はその門戸を没する。宗族の尊卑のこととなると、各々に差序が有り、臣服するのに足りる。租賦を収め、邸閣おおくらが有る。国々には市が有り、有無を交易し、大倭にこれを監察させる。女王国から北は、特に一ひとりの大率だいすいを置いて検察し、諸国はこれを畏憚する。常に伊都国に治し、国中に於いて刺史の如くに有る。王が遣使して京都・帯方郡・諸韓国に、及び郡使が倭国に詣いたるに、みな津に臨んで搜露さぐりあげし、文書・賜遺の物を伝送して女王に詣いたるまでに、差錯とりちがえすることがない。下戸は大人と道路で逢うと、逡巡しりごみして草に入り、辞を伝え事を説くには、或いは蹲しゃがみ或いは跪ひざまづき、両手は地に拠つき、これが恭敬を為す。対応の声は「噫オイ」と曰い、比するに然諾の如し。

            　その国、本々もともとは亦やはり男子を王とし、ついで七〜八十年、倭国は乱れ、攻伐しあうこと歴年。乃のちに共に一りの女子を立てて王とし、名づけて卑弥呼ピミホと曰う。鬼道を事おこない、能く衆を惑あやつり、年が長大おとなになっても、夫壻は無く、男弟が有って治国を佐たすけている。王と為なってからこのかた、謁見した者は少ない。婢千人を自ら侍らせて、ただ男子が一人は有るが、飲食を給し、辞を伝えて出入りさせる。居処の宮室・楼観は、城柵が厳かに設けられ、常に人が有り兵器を持って守衛する。

            　女王国の東へ海を渡ること千余里、復またも国が有り、みな倭種。またその南に侏儒の国が有り、人の長たけは三〜四尺、女王を去ること四千余里。またその東南に裸の国・黒い歯の国が有り、船行一年にして至れる。倭地に参くらべて問うと、海の中の洲島の上に絶在し、或るところは絶え、或るところは連なり、周旋ぐるりめぐると五千余里ばかり。

            　景初三年（二三九）*十九六月、倭の女王は大夫の難升米ナンションメイらを遣わして郡に詣いたり、天子に詣まいり朝献することを求め、太守の劉夏リゥハは吏を遣わし、将つれ送り京都けいとに詣いたらせた。その年の十二月、詔書して倭の女王に報かえして曰う、

            　「親魏倭王ティングォイワーワン卑弥呼に制詔する。帯方太守の劉夏は遣使して、汝の大夫である難升米・次使の都市牛利トジェイグュリが、汝が献じる所の男の生口四人・女の生口六人・班布二匹二丈を奉じるのを送り、よって到った。汝の在る所は踰々いよいよ遠く、乃ようやく遣使して貢献した、これぞ汝の忠孝というもの、我は甚だ汝を哀いとおしむ。今、汝を親魏倭王と為し、仮ひとまず金印紫綬を、送封して帯方太守に付あずけ、汝に仮授させる。その種人を綏撫し、勉めて孝順を為せ。汝の来使である難升米・牛利は遠いところを渉り、道路に勤労した。今、難升米を率善中郎将シュツジェントュンランチャンと為し、牛利を率善校尉ハウウォイと為して、仮ず銀印青綬を、引見し労ねぎらったうえ、下賜し、遣おくり還らせる。今、絳地交龍錦五匹〔一〕・絳地縐粟罽十張・蒨絳五十匹・紺青五十匹を以て、汝が献貢する所の直あたいに答える。また特に汝に紺地句文錦三匹・細班華罽五張・白絹五十匹・金八両・五尺刀二口・銅鏡百枚・真珠・鈆丹各五十斤を賜い、みな送封して難升米・牛利に付あずけ、還り到れば録受させよう。悉く以て汝の国中の人に示し、国家みかどが汝を哀れむことを知らしめよ。故に鄭重に汝の好む物を賜うのである」

            　

            〔一〕臣松之がおもうに、地は綈ていに為つくるべきである。漢の文帝が著つけた皁衣そういはこれを弋綈よくていと謂ったというのがそれである。この字では体をなさない。魏朝の失でなければ、伝写した者の誤りである。

            　

            　正始元年（二四〇）、太守の弓遵は建中校尉の梯儁テイテュンらを遣わし、詔書・印綬を奉じて倭国に詣いたらせ、倭王に拝仮し、并あわせて詔を齎もたらし金・帛・錦・罽・刀・鏡・采物を賜い、倭王は使に因って上表し恩詔に答謝した。

            　その四年（二四三）、倭王は復た大夫の伊声耆イシェンギ・掖邪狗イェクヤクら八人を遣使し、生口・倭錦・絳青縑・緜衣・帛布・丹・木※ふ*二十・短弓矢を献上した。掖邪狗らは壱ひとしく率善中郎将の印綬を拝領した。

            　その六年（二四五）、詔して倭の難升米に黄幢を賜い、郡に付あずけて仮授させる。

            　その八年（二四七）、太守の王頎ワンギォイが到官した。倭の女王である卑弥呼は、狗奴国の男王である卑弥弓呼ピミクュンホと素もとより不和で、倭の載斯ツォイシ・烏越オウォツらを遣わして郡に詣いたり、攻撃しあう状さまを説かせた。塞曹掾史の張政チァンチェンらを遣わし、因って詔書・黄幢を齎もたらし、難升米に拝仮し、檄を為つくってこれに告諭した。

            　卑弥呼が死んで、大いに冢はかを作り、径さしわたしは百余歩、徇葬する者は奴婢が百余人。更かえて男王を立てたが、国中が承服せず、更々こもごも誅殺しあい、そのとき千余人を殺した。復た卑弥呼の宗女である臺与ドヨ*二十一、年十三を立てて王とし、国の中うちは遂に定まった。政らは檄を以て臺与に告諭し、臺与は倭の大夫・率善中郎将の掖邪狗ら二十人を遣わして政らが還るのを送り、因って臺みかどに詣まいり、男女の生口三十人を献上し、白珠五千枚・孔青大句珠二枚・異文雜錦二十匹を貢上した。

            　

        
    


    
        評

        　

        　評して曰う。『史記』『漢書』は朝鮮・両越を著し、『東京とうけい』は西羗を撰録した。魏の世には匈奴が遂に衰え、更かわって烏丸・鮮卑が有り、ここに東夷までも、使訳が時に通う。記述は事に随うのであり、どうして常のことがあるだろうか。*二十二

        

    

    

    *一くさかんむりの下に乍、音は昨、地名。

    *二底本の「漢南」を「漠南」に改める。

    *三未詳。

    *四毛の右に曷。

    *五底本の「壹衍鞮」を『漢書』『通典』により「壺衍鞮」に改める。

    *六羊の右に原、羊の類。角の大きい物は器にすると云う。

    *七むじなへんに内、狸に似た獣と云う。

    *八底本の「曰律推演」を「日律推演」に改める。

    *九『後漢書』烏桓鮮卑列伝には「汗人」ではなく「倭人」のこととして同じ話が載っている。ここの「汗」は「倭」に音が近い「汙」の誤写ともいわれるが、しばらくそのままにする。

    *十底本の「因」を『後漢書』東夷列伝により「目」に改める。

    *十一未詳。

    *十二さんずいに貝、音は貝、川の名。

    *十三底本の「貢蕃」を「真蕃」に改める。

    *十四原文は「又以丈許木鍤之」。鍤を挿の意味として訳した。

    *十五「對海國」の海は馬の誤写とみるのが通説。ただし、海の頭子音は上古音では m の音であり、ツシマのマに当てうる。今は底本のままとする。なお、現存最古期の版本（十二世紀の物）では、紹興本は「對馬國」、慶元本（紹熙本）は「對海國」につくる。

    *十六底本の「一大」を、『梁書』、『隋書』、『翰苑』所引『魏略』、『通典』などにより「一支」に改める。

    *十七底本「邪馬壹」を、『後漢書』『梁書』『隋書』『翰苑』などにより「邪馬臺」に改める。

    *十八木の右に冉、音は冉、南方に生える種類の木。

    *十九底本の「景初二年」を、『梁書』などにより「景初三年」に改める。『晋書』宣帝紀には「魏の正始元年、東倭が訳を重ねて納貢した」という記事が有る。景初三年六月に帯方郡の窓口で受け付けし、その年の秋から冬にかけて洛陽に至り、翌年正月に正式な朝見の儀式が行われたと見て日程に不自然な点は無い。

    *二十けものへんに付、音は付、羊に似た獣の名と云う。

    *二十一底本「壹與」を『梁書』などにより「臺與（与）」に改める。

    *二十二裴松之の注はこのあとに『魏略』西戎伝からの長い引用を載せているが、東夷伝の内容と直接に関係しないので、ひとまず省略する。
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